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約
半
世
紀
ぶ
り
に

志
々
島
の
だ
ん
じ
り
が
復
活
!!

粟
島
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
2
0
1
1
秋
の
招
へ
い
芸
術

家
の
成
果
発
表
会
が
、
粟
島
海
洋
記
念

館
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

芸
術
家
は
、
9
月
か
ら
4
カ
月
間
粟

島
に
滞
在
し
、
地
域
の
文
化
や
環
境
な

ど
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
て
、
創
作
活

動
を
行
い
、
新
た
な
作
品
を
制
作
し
ま

し
た
。
3
人
の
芸
術
家
の
成
果
発
表
会

へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
今
月
号
と
一
緒
に
お
届

け
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
1
3
に

粟
島
が
参
加

平
成
25
年
（
2
0
1
3
年
）
に
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
『
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
2
0
1
3
』
に
粟
島

が
参
加
す
る
こ
と
が
、
11
月
9
日
の
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
実
行
委
員
会
総
会
で
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

第
1
回
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、
昨
年
の
7
月

19
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
、
小
豆
島
・
直
島
・
豊
島
・

男
木
島
・
女
木
島
・
大
島
・
犬
島
（
岡
山
市
）
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
1
0
5
日
間
の
会
期
中
に
約
94
万

人
が
訪
れ
、
予
想
を
大
幅
に
上
回
る
来
場
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

第
2
回
芸
術
祭
の
会
場
に
は
、
新
た
に
粟
島
・
伊

吹
島
・
本
島
・
沙
弥
島
の
4
島
が
参
加
。
会
期
も
春

（
3
月
20
日
〜
4
月
21
日
）、
夏
（
7
月
20
日
〜
9
月

1
日
）、
秋
（
10
月
5
日
〜
11
月
4
日
）
と
季
節
ご
と

に
設
け
ら
れ
、
計
1
0
8
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

粟
島
で
の
開
催
期
間
や
開
催
方
法
、
参
加
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
な
ど
は
、
今
後
、
島
の
文
化
や
地
域
資
源
、

既
存
イ
ベ
ン
ト
の
特
徴
を
活
か
し
た
方
法
で
考
え
て

い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

☎
73
・
3
0
4
2

◀▲市民との交流の中で新たな作品を創作

第　

回 

粟
島
芸
術
家
村
滞
在
作
家
展

12
月
17
日（
土
）〜
25
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　

☎
73
・
3
0
1
3

▲明治 10年頃の作品と考えられる
天幕と横幕の刺繍

▲釘などを一切使わず
ほぞ穴とくさびだけで固定

幕
な
ど
は
明
治
初
期
の
作

今
回
、
観
音
寺
太
鼓
台
研
究

グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
、
瀬
戸

熱
い
思
い
が
重
な
っ
て
復
活

43
年
ぶ
り
に
志
々
島
の
だ
ん

じ
り
が
復
活
し
、
10
月
23
日
、

志
々
島
大
運
動
会
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

毎
年
、
志
々
島
の
夏
と
秋
の

祭
り
で
使
わ
れ
て
い
た
だ
ん
じ

り
は
、
昭
和
43
年
頃
を
最
後
に

解
体
し
た
状
態
で
倉
庫
の
中
で

眠
っ
て
い
ま
し
た
。
屋
根
型
の

太
鼓
台
は
高
さ
2
・
3
ｍ
。
明

治
初
期
に
作
ら
れ
た
と
い
う
天

幕
と
横
幕
に
は
豪
華
な
獅
子
の

刺し
し
ゅ
う繍
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
、
乗
り
手
の
子
ど
も
た

ち
は
、
だ
ん
じ
り
の
四
本
柱
に

身
体
を
縛
り
つ
け
ら
れ
、
非
常

に
窮
屈
な
姿
勢
で
太
鼓
を
た
た

い
て
い
ま
し
た
。
担
ぎ
手
の「
チ

ョ
ー
サ
、
サ
ー
シ
マ
シ
ョ
」
の

掛
け
声
で
頭
上
高
く
差
し
上
げ

ら
れ
、
放
り
投
げ
る
な
ど
、
荒
々

し
い
祭
り
と
し
て
伝
承
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

3

▲島外から 50人ほどが訪れだんじりを復活

内
海
・
塩
飽
諸
島
な
ど
の
太
鼓

台
を
調
査
・
研
究
し
て
い
る
中

で
、
志
々
島
に
だ
ん
じ
り
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
島
民
の
熱
い

思
い
と
重
な
り
復
活
を
実
現
。

だ
ん
じ
り
の
組
み
立
て
に
は
、

ち
ょ
う
さ
（
太
鼓
台
）
や
だ
ん

じ
り
に
現
役
で
関
わ
っ
て
い
る

人
や
大
工
さ
ん
、
刺
繍
の
専
門

家
な
ど
、
島
外
か
ら
50
人
ほ
ど

が
訪
れ
ま
し
た
。

志
々
島
の
高
島
孝
子
さ
ん

は
「
海
の
中
に
放
り
込
ん
で
賑

や
か
だ
っ
た
昔
を
思
い
出
し
ま

す
。
思
い
が
け
な
く
だ
ん
じ
り

が
見
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
い
で

す
」
と
熱
心
に
組
み
立
て
を
見

て
い
ま
し
た
。
ま
た
研
究
グ
ル

ー
プ
代
表
の
尾
崎
明
男
さ
ん
は

「
龍
や
獅
子
な
ど
の
刺
繍
が
施
さ

れ
た
天
幕
は
、
志
々
島
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
も
の
。
色
あ
せ
て
い
ま

す
が
貴
重
な
も
の
で
す
。
島
の

人
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
し
、

研
究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
太
鼓

台
の
古
い
歴
史
を
、
ま
た
一
つ

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

感
慨
深
く
話
し
て
い
ま
し
た
。


